




厚生省川崎病の突然死予防に関する研究班(班長草川三治)は昭和55年2月2日現在におけ

る現状に基づいて最も一般的な治療方法及び現時点では最善と思われる管理方法について,

次の様に提案する。原因はもちろん発症機序もまだ殆どわかっていない今日,治療の基準と

いえるものはなく,各医師が学問的根拠に基づき自由に治療方法を考え,実施することは,

容認されることである。ここに班員の間で意見の一致をみた治療方法の1つをあげて参考

に供する。管理の主眼は,冠状動脈後遺症の発見と,それによる重大な心障害(時には死に至

る)の発生の予防にある。これを行うには超音波断層心エコー図と冠状動脈造影が中心とな

るが,本邦のすべての施設でこれを完全に,実施するのは困難である,現時点ではこの点を

ふまえて,できるだけ可能な管理を行うよう期待したい。 


